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【組織成長を促す1on1面談実施ワーク】 

 
1.解説 
「これからご紹介するのは、四半期に1回、定期的にメンバーと面談 
 を行うことで、確実に組織成長を実現できる 面談ツールです。 
 効果を確認頂くためにも、実際に 面談を実施した上で、ポイントを 
 共有し、皆さんが現場でメンバーと実施できるようにします」 

 



【ステップアップシート】 
 
１．解説 
 
「ステップアップシートというシートを活用します。部下やメンバーと１対１で 
コミュニケーションを取りながら、部下が話す内容を皆さんが書きとっていく 
シートです。簡単なシートですが、普段皆さんが聞き取れない貴重な意見や 
アイデア、メンバーの声を拾うことができ、組織の人間関係や仕組み、取り組
みなどの改善につなげることで組織成長につながります。 
 
やり方は、最低でも四半期に1回は実施します。景気動向の欄については、
四半期毎に実施した日付、それから部下・メンバーがそれぞれの景気につい
てどう捉えているか矢印で記載していきます。改善していると捉えていれば、
上向きの矢印、横ばいなら横、悪化なら下向きの矢印を書きます。 
その際、何故そう考えるかを合わせて確認し、横に記入します。 
 
その下は、それぞれの項目について部下・メンバーが話すことを書いていき
ます。営業部門でなくても視点・視座を引き上げるという観点で考えてもらい
ます。事務方などでも意外に色々考えていることがわかり、取り入れることで 
モチベーション向上や組織改善につながることも多々あります。 
 
ポイントは、その場でコミュニケーションを取りながら相手の話すことを皆さん
が掘り下げながら書くことです。事前にシートを渡して記載してきてもらうと 
準備が可能なので、実際の実力や普段から考えていることが分かりません。 
その場でヒアリングすることによって、相手が普段からどのくらい考えている
か、どのくらいの力があるのか、モチベーションなども含め色んなことが明確
になります」 
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【ステップアップシート】 
 
１．実践案内 
 
 「通常はメンバーの名前を記入し、面談が終わったら皆さんが回収し、 
  次に活かす材料にしますが、今回はトレーニングですので、左上に 
  自分の名前を記入し、ペアの相手に渡してください。ワークが終わっ 
  たら、シートはお互いに交換します」 
 
２．ペアワーク案内 
 
 「通常メンバーと行う際は30分～1時間かかると思いますが、今日は 
  やり方と効果を認識してもらうためのワークなので、1名20分としま 
  す。実際にメンバーと行う際もそうですが、記入する側はただ言われ 
  たことを書くのみではなく、掘り下げながら書き取ってください。抽象 
  的だと、面談後の具体的なアクションにつながらないからです。例え 
  ば、次のような言葉が出てきたときは、『例えば？』『もう少し具体的 
  に』と掘り下げてください。 
  【コミュニケーション】【生産性向上】【人材育成】【仕組みづくり】 
  20分たったらアラームを鳴らしますので、交代して実施です」 
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【ステップアップシート】 
 
１．ワーク後の解説＜効果＞ 
 
「組織成長を促すことができる、ということがお分かり頂けたでしょうか。景気の動向は面白くて、同じ部門なの 
 に、メンバーによって捉え方が異なります。上向きと答える人もいれば、下向きと答える人もいて、その理由 
 を聞いてみると、色々分かることがあります」 
 
 ・暗黙知の形式知化：個人に落ちている知識・ノウハウ・いい考えが明らかになります。いい取り組 
               みを、全員に展開することで全体のレベルの引き上げにつながります。 
 ・視点・視座の引き上げ：四半期毎に実施していると景気や組織のことに対して気を配るようになり 
                視点や視座が上がるだけでなく、当事者意識も引き上がり、面談で出てく 
                るアウトプットもレベルがあがってきます。 
 ・改善点⇒組織成長：一人一人と実施する中で共通項が多いものについては、改善することで組 
               織成長につながります。上から言われたことではなく現場発のアイデア・意見 
               のため、当事者意識も高く、実践・継続につながるため確実な変化・成長に 
               つながります。 
 ・逸材発掘：１対１の面談だから拾える声があります。普段おとなしいと思っていた人材が非常にい 
         い考えやアイデアを持っていたり、組織のことを真剣に考えて動いているということが 
         分かったりします。 
 
 「最初にお伝えしたように、事前準備ではなくその場でやるからこそ分かることが多々あります」 
 
２．ポイント解説 
 
「①必要だから全てやるのがいい訳ではありません。改善や新たなことはパワーと時間がかかります。目的に 
   照らして実施すべきかどうか見極めた上で実施しましょう 
 ②数名にはメリットがあるが、組織全体で見たらそうでもない、ということもよくあります。 これも部門の目的に 
   照らしてどうか、考える必要あります。 
 ③システム切り替えや制度の導入で、複雑すぎたり、手間がかかり過ぎたりして、結局誰も使わず元に戻った、 
   ということがあります。システムでない取り組みでも複雑、あまりに手間がかかるものは継続しません。  
   実行するなら、シンプルで分かりやすいことが重要です。 
 ④フィードバックが重要：一番重要なことです。面談でヒアリングしたにもかかわらず、何も実行されない、変化 
                がない、どう捉えているのか分からないというのは逆効果です。やるのか、やらない 
                のか、やらない場合は、今はやらないのか、永遠にやらないのか、理由まで含めて 
                必ずフィードバックを行います。皆の意見をまとめ、どんな意見が挙がったのか、 
                どう捉え、どうするのかを共有しましょう。 
  
  可能であれば正社員のみならず組織にいる非正規社員にも実施することをお勧めします。 
  すごく喜ばれるし、一体感・モチベーションが高まります」 
 

4 


